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少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
そ
の
出
院
前
に
職
業
能
力
習
得
報
奨
金
の
支
給
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
を
し
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
使
用
の
目
的
が
、
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
自
弁
物
品
等
の
購
入
そ
の
他
相
当
な

も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
時
に

出
院
し
た
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
在
院
者
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
能
力
習
得
報
奨
金
に
相
当
す
る
金
額
の
範

囲
内
で
、
申
出
の
額
の
全
部
又
は
一
部
の
金
額
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
支
給
額
に
相

当
す
る
金
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
能
力
習
得
報
奨
金
の
金
額
か
ら
減
額
す
る
。

（
教
科
指
導
）

第
二
十
六
条

少
年
院
の
長
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
定
め
る
義
務
教
育
を
終
了
し

な
い
在
院
者
そ
の
他
の
社
会
生
活
の
基
礎
と
な
る
学
力
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
改
善
更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
に
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
在
院
者
に
対
し
て
は
、
教
科
指
導
（
同
法
に
よ
る
学
校
教
育
の
内
容
に
準
ず
る
内
容
の
指

導
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
学
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
円
滑
な
社
会
復
帰
に
特
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
在
院
者
に
対
し
、
そ
の
学
力
の
状
況
に
応
じ
た
教
科
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
学
校
の
教
育
課
程
に
準
ず
る
教
育
の
教
科
指
導
）

第
二
十
七
条

教
科
指
導
に
よ
り
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
以
下
単
に
「
学
校
」
と
い
う
。）の
う
ち
、

い
ず
れ
か
の
学
校
の
教
育
課
程
に
準
ず
る
教
育
の
全
部
又
は
一
部
を
修
了
し
た
在
院
者
は
、
そ
の
修
了
に
係
る
教
育

の
範
囲
に
応
じ
て
当
該
教
育
課
程
の
全
部
又
は
一
部
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

少
年
院
の
長
は
、
学
校
の
教
育
課
程
に
準
ず
る
教
育
に
つ
い
て
教
科
指
導
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
教
科
指
導
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
勧
告
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
体
育
指
導
）

第
二
十
八
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
の
基
礎

と
な
る
健
全
な
心
身
を
培
わ
せ
る
た
め
必
要
な
体
育
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
別
活
動
指
導
）

第
二
十
九
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
そ
の
情
操
を
豊
か
に
し
、
自
主
、
自
律
及
び
協
同
の
精
神
を
養
う

こ
と
に
資
す
る
社
会
貢
献
活
動
、
野
外
活
動
、
運
動
競
技
、
音
楽
、
演
劇
そ
の
他
の
活
動
の
実
施
に
関
し
必
要
な
指

導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
成
績
の
評
価
及
び
告
知
等
）

第
三
十
五
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
つ
い
て
、
矯
正
教
育
の
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
成
績
の
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
成
績
の
評
価
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

矯
正
教
育
の
目
標
の
達
成
の
程
度
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
し
、
総
合
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

少
年
院
の
長
は
、
第
一
項
の
成
績
の
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果
を
、
在
院
者
に
告
知
し
、

及
び
そ
の
保
護
者
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

少
年
院
の
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
通
知
を
す
る
場
合
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
在
院
者
の
保
護
者
そ

の
他
相
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
在
院
者
の
生
活
及
び
心
身
の
状
況
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
鑑
別
の
た
め
の
少
年
鑑
別
所
へ
の
収
容
）

第
三
十
六
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
つ
い
て
、
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
矯
正
教
育
課

程
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
百
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
「
指
定
矯
正
教
育
課
程
」
と
い
う
。）又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
個
人
別
矯
正
教
育
計

画
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
が
そ
の
者
に
と
っ
て
適
切
な
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
少
年
鑑
別
所
の
長
に
よ

る
鑑
別
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
の
長
が
在
院
者
に
少
年
鑑
別
所
の
長
に
よ
る
鑑
別
を
受
け
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
少
年
鑑
別
所
に
収
容
し
て
鑑
別
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の
少
年
鑑
別
所
の
長
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、

七
日
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
在
院
者
を
少
年
鑑
別
所
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
通
じ
て
十
四
日
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
収
容
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

矯
正
教
育
の
実
施

（
在
院
者
の
日
課
）

第
三
十
七
条

少
年
院
の
長
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
在
院
者
の
日
課
（
食
事
、
就
寝
そ
の
他
の
起

居
動
作
を
す
べ
き
時
間
帯
、
矯
正
教
育
の
時
間
帯
及
び
余
暇
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
時
間
帯
を
定
め
た
も
の
を
い
う
。

次
項
及
び
第
八
十
四
条
第
二
項
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
、
こ
れ
を
在
院
者
に
励
行
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

矯
正
教
育
の
計
画
等

（
矯
正
教
育
課
程
）

第
三
十
条

法
務
大
臣
は
、
在
院
者
の
年
齢
、
心
身
の
障
害
の
状
況
及
び
犯
罪
的
傾
向
の
程
度
、
在
院
者
が
社
会
生
活

に
適
応
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
一
定
の
共
通
す
る
特
性
を
有
す
る
在
院
者
の
類
型
ご

と
に
、
そ
の
類
型
に
該
当
す
る
在
院
者
に
対
し
て
行
う
矯
正
教
育
の
重
点
的
な
内
容
及
び
標
準
的
な
期
間（
以
下「
矯

正
教
育
課
程
」
と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
各
少
年
院
に
お
け
る
矯
正
教
育
課
程
の
指
定
）

第
三
十
一
条

法
務
大
臣
は
、
各
少
年
院
に
つ
い
て
、
そ
の
少
年
院
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
矯
正
教
育
課
程
を
指
定
す

る
も
の
と
す
る
。

（
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
）

第
三
十
二
条

少
年
院
の
長
は
、
そ
の
少
年
院
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
べ
き
矯
正
教
育
課
程
の
指
定
を
受
け
た

と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
矯
正
教
育
課
程
ご
と
に
、
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
に
は
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
処
遇
の
段
階
ご
と
に
、
当
該
少
年
院
に
お
け
る
矯

正
教
育
の
目
標
、
内
容
、
実
施
方
法
及
び
期
間
そ
の
他
矯
正
教
育
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
在
院
者
の
矯
正
教
育
課
程
の
指
定
）

第
三
十
三
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
そ
の
少
年
院
に
入
院
し
た
と
き
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
家
庭
裁
判

所
及
び
少
年
鑑
別
所
の
長
の
意
見
を
踏
ま
え
、
そ
の
在
院
者
が
履
修
す
べ
き
矯
正
教
育
課
程
を
指
定
す
る
も
の
と
す

る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
少
年
鑑
別
所
の
長
の
意
見
を
聴
い
て
、
在
院
者
に
係
る
前
項

の
矯
正
教
育
課
程
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

（
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
）

第
三
十
四
条

少
年
院
の
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
が
履
修
す
べ
き
矯
正
教
育
課
程
を
指
定
し
た
と

き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
矯
正
教
育
の
計
画
（
以
下
「
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
す
る
も
の
と
す

る
。

２

個
人
別
矯
正
教
育
計
画
に
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
の
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
に
即
し
て
、
在
院
者
の
特
性
に
応

じ
て
行
う
べ
き
矯
正
教
育
の
目
標
、
内
容
、
実
施
方
法
及
び
期
間
そ
の
他
矯
正
教
育
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

少
年
院
の
長
は
、
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
又
は
少
年
鑑
別
所
の
長

の
意
見
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
在
院
者
及
び
そ
の
保
護
者
そ
の
他
相

当
と
認
め
る
者
の
意
向
を
参
酌
し
つ
つ
、在
院
者
と
の
面
接
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

こ
れ
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

少
年
院
の
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
内
容

を
、
在
院
者
に
告
知
し
、
及
び
そ
の
保
護
者
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

少
年
院
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
在
院
者
に
係
る
第
一
項
の
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
を
変
更
す

る
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、前
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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